
「ゼロカーボンチャレンジャー登録制度」による道内事業者の率先取組促進

○昨年４月から「ゼロカーボンチャレンジャー登録制度」を開始
○道が発注する公共工事における加点評価や金融機関での金利優遇などのインセンティブにより、
道内事業者による温室効果ガス排出量削減の率先取組を促進

１．「ゼロカーボンチャレンジャー登録制度」とは
・温室効果ガス排出量削減の率先取組や温室効果ガス排出量の算定・報告のほか、電気自動車の導入、

再エネ由来電力の調達など１４項目から取組を選択し、実践を宣誓した事業所を登録
・４月末現在、建設業や製造業の事業者など６１１事業所が宣誓・登録

２．登録の流れと体系

【札幌市外の事業者】
北海道グリーンビズ認定制度
「優良な取組」部門への登録

ゼロカーボンチャレンジャー の
宣誓、登録

【札幌市内の事業者】
さっぽろエコメンバーへの登録

①シンボルマークの使用
②道が発注する公共工事の総合評価方
式による落札者決定の際に加点評価

（地域の守り手確保「環境対策の認定制度」
の項目で0.5～0.25点の加点）

③金融機関での私募債発行時の金利優遇
→北洋銀行、北海道銀行、北海道信金 等

さらなるインセンティブの付与

①令和５･６年度の道発注公共工事の
競争入札参加資格審査で加点評価

（「環境への取組」として加点）

②道のＨＰにおいて取組実績を紹介
③登録事業者メーリングリストで随時、

省エネ施設整備等の各種情報を提供
※ さらなるインセンティブの追加も検討中

※省エネ、エコドライブなど18項目の取組内容に応じて
3段階のランクを設定し以下のインセンティブを付与

※さっぽろエコメンバーまたは
「優良な取組」部門への事前登録が必須
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